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小児科 領域 にお け るCefazolinの 臨床 的検討

水原春郎 ・伊東俊一 ・神岡英機

川崎市立川崎病院小児科

I.　 は じ め に

Cefazolinは わ が国 で は じめ て 開 発 され たCephalo-

sporinの 誘 導 体 で,そ の構 造 は図1に 示 す 通 りで あ る。

注 射 用Cefazolin(以 下CEZと 略 す)は 白 色 また は

ほ とん ど白 色 の結 晶性 粉 末 で力 価 は920mcg/mg以 上,

水 溶 液 のpHは4.0～6.0で あ る1)。

CEZは 既 知 のCephalosporin系 製剤 で あ るCepha-

loridine (CER),Cephalothin (CET)と 同 様,緑 膿

菌,変 形 菌 を除 き広 い抗 菌 スペ ク トル を有 し,殺 菌 的 に

作 用 す る とい われ てい る2)。

本 剤 の特 徴 と して,筋 注後 の血 中 濃 度 が 高 い こ と,

胆 汁 中 へ の排 泄 が高 濃 度 で あ る こ と,人 血 清 ア ル ブ ミン

と の結 合率 が 比較 的 高 い た め,そ の血 中 濃 度 は標 準 曲線

の作 成 法 に よつ て当 然 異 なつ て くる こ と な どが あ げ られ

る3,4)。

わ れ われ は今 回CEZを 小 児 の二 三 の感 染 症 に試 用 し

臨 床 的 にそ の 効 果 を検 討 した の で そ の結 果 を報 告 す る次

第 で あ る。

II.　 対 象 な らび に成 績

われ わ れ が 検 討 の対 象 として え らん だ小 児 感 染 症 は,

第1に 尿 路 感 染 症,第2に 呼 吸 器 系 感 染 症 で あ る。 そ の

うち わ け は

I. 尿路感染症4例

1) 膀胱炎 1例

2) 腎盂腎炎 3例

II. 呼吸器系感染症 34例

1) 膿胸,肺 炎等 10例

2) 気管支炎 20例

3) 上気道感染症 4例

である。

CEZ使 用法:50～100mg/kg/dayと し,こ れを12時

間毎す なわち1日2回 に分けて筋注す ることを原則 とし

た。

臨床効果判定基準 として

尿 路感染症では,発 熱,頻 尿,排 尿痛等 の臨床症 状の

改善ないし消失,尿 中細菌の消失,尿 沈 渣所見 の改善正

常化,白 血球数の正常化,赤 沈値の改善な どを と りあげ

た。

呼吸器系感染症では,発 熱,咳 嗽,咽 頭痛,胸 部 ラ音

等 自他覚的症状 の改 善 ない し消 失,胸 部 レ線 所 見 の 改

善,白 血球数 の減少,赤 沈値 の改善な どを とりあげた。

効果判定評価 として

(〓) : 上記判定項 目の改善がCEZ使 用後1～2日 以内

に認め られた場合

(〓) : 〃3～4日 以 内に 〃

(+) : 〃7日 以内に 〃

(±) : 薬剤使用に よ りなんらか の改善があつた と思われ

た場合

(-) : 効果が全 く認め られない場合

以上の うち(±),(-)は 無効 と考え(〓),(〓),(+)

の場合を有効 と判定した。

なお当然の ことなが ら本剤使 用の場合は原則 として他

種抗生剤 との併用を行 なわぬ こととした。 また対象にえ

らぶ場合,可 及的新鮮例で,し か も,本 院入院前に治療

殊 に抗生剤の投与を うけていない者 をえらぶ よう努力 し

た。

1) 尿路感染症

表1に 示す ごとく全例有効であ るが,4例 中2例 にお

いて(甘)の 成 績 を得た。Case 2に おける主原因菌ば

E. coliで あ りProteusは4800/mlで あつた。 しか し

CEZ使 用に よ りE.coliが 消失したのに反 してProteus

は12000/mlと やや増加を示した。Case 3で は著効を

示 したが,CEZ中 止後 約2週 で再 発 を した ので 再 び

CEZを 投与した ところ,今 回 もまた著効を示し,その後

Urocidalに 変更 し目下異常 な く経過 してい る。

2) 膿胸,肺 炎症例

表2に 示す ごとく,10例 中原因菌 と思われ るものが検

図1 Cefazolin(Na塩)の 構 造
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出 され た のは3例,す なわ ちPneumococoi 2例 お よ び

HaemoPhilus? 1例 で あ る。効 果 評 価 に お い て も(朴)

の もの はな く,(±)ま た は(-)す な わ ち 無 効 の も の

が4例 あつ た 。(有 効 率60%)

3) 気 管支 炎 症 例

表3に 示 す ご と く総 数 は20例 で あ る。 咽 頭 培 養 に よ り

検 出 され た 菌 が 原 因 菌 と は い え ぬ こ とは もち ろ ん で あ

る 。St. viridmsが 大 部 分 で β-Streptococci 1例,

Staphylmcvi 1例,Pneumococci 1例,E. coli 2例,

Haemphilus inflmmae 1例 で あ つ た。

有 効 率 は15/20, 75%で あ る。

4) 上 気 道 感 染症 例

表4に 示 す ごと く4例 中1例 が 著 効 を 示 し全 例 有 効 で

あ つ た 。 検 出菌 もStaphylococci, β-Streptococviが 各1

例 と気 管 支 炎症 例 と同 様 の傾 向を 示 した 。

III.　 副 作 用

全 身 お よび局 所 反 応,血 液 に 対 す る反 応,肝 機能

(GOT, GPT),尿(蛋 白その他一般検査),BUN等 の

検 査を行なつた。

1) 全身及び局所反応

使用前一応皮膚テス トを行なつた が全 員 陰 性 で あ つ

た。 ショック症状 のごとき重篤な症状は勿論,そ の他の

全身反応を示 した例は皆無 であつた。

局所症状 として注射局所の疹痛及 び硬結を示 した もの

が夫 々1例 あ るが(CaseNo.3及 びNo.14)注 射を中

止せ ざるを得ぬ症例はなかつた。

2) 血液所 見

貧血,血 小板減少等を示す ものはなかつた。

3) 肝機能(GOT, GPT)及 びBUN

使用前及 び後の2回 検査 し得た24例 の結果は表5に 示

す通 りである。ただ1例GOT, GPT共 に夫 々86, 56と

多少高かつた ものが257,104と 上昇 した(Case No. 31)。

しか しこの小児は肝炎の症状 もな く,い かなる理 由で上

昇を示 したのか解明で きなかつた。 また1例 におい て投

与前値が 高かつたが投与後値 は正 常 値 に戻つた(Case

No. 25)。 これ またその理 由は不明であつた。BUNに つ

いては前後共全例10～20と 正常値であつた。

IV.　 ま と め

小児感染症に対するCEZの 効果を検討 した ところ下

記の ごとき結果を得た。

1) 尿路感染症4例 に対 しては全例有効,し か もうち

2例 は(〓)効 果を示 した。

表1 尿 路 感 染 症 に対 す るCefazolinの 効 果

表2 膿 胸,肺 炎 に対 す るCefazolinの 効 果
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2) 膿胸,肺 炎等10例 に対 しては有効6例,無 効4例

であつた。

3) 気管支炎20例 に対 しては有効15例,無 効5例 で

有効率は75%で あつた。

4) 上気道感染症4例 に対 しては全例有効であ り,う

ち1例 は(〓)効 果 を示 した。

5) 以上をまとめ ると38例 中29例 に有効の結果を得

た。すなわち有効率76.3%で あ る。

6) 副作用 としてはシ ョックな どの重症な ものは皆 無

であつた>局 所副作用 として痙痛,硬 結を各1例 認めた

のみである。

またGOT, GPTの 上昇 した1例 があつたがその理 由

については不明である。

表3 気 管 支 炎 に対 す るCefazolinの 効 果

表4 上 気 道 感 染 症 に 対 す るCefazolinの 効果
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Cefazolin was given to the following 38 patients; 4 with urinary tract infections, 10 with pneumo-

nia or pyothorax, 20 with bronchitis and 4 with other upper respiratory infections. This antibiotic was 

intramuscularly given in doses of 50•`400 mg/kg/day. Remarkable or fair clinical effect was obtained 

in 29 of the 38 patients, the effectiveness rate being 76.3%. No serious side effects were observed, 

except for local pain at the site of injection and induration in one each. Careful observations showed 

no functional abnormality of liver, kidney and blood picture, except for an increase of GOT and 

GPT in one patient, which remains unknown.

表5 Cefazolin使 用 前 後 にお け るGOT, GPTの 変 動


